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佐賀県の現状 
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全国：25.9 

 

佐賀県 

佐賀県は肝がん死亡率ワースト佐賀県は肝がん死亡率ワースト11がとうとうがとうとう1212年年連続連続  



平均キャリア率 HBV：1.42％,  HCV：2.37％  

佐賀県肝炎ウイルスキャリア率（30歳以上, 2001-08） 

多くのキャリアが発癌年齢を迎えている 
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人口計(2010) 92-10（男女計） 検査終了率(%) 

男 40.3％, 女 59.5％, 全体 50.9％  

歳 

％ 



かかりつけ医 専門医療機関 
健康診断 

肝炎ウイルス検査 

佐賀県肝疾患循環型連携の理想と現実 

（1）検査陽性 （2・3）診断・評価・治療 
（3）評価・治療導入 

（4）治療継続 （5）治癒 

＜理想＞ 

それぞれ（個別に）、長年、全力で取り組んできた 
取り組みはシェアしてきたが、突合は未経験 
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かかりつけ医 専門医療機関 
健康診断 

肝炎ウイルス検査 

肝炎ウイルス検査受診率（50％） 

 

陽性指摘後の受療率 

（職域28%, 市町54%, 医82%） 

 

肝炎ウイルス検査結果の県全体 

でのMAP作りと対策の困難性 

（個人情報保護法） 

 

市民への情報啓発手段 

ガイドラインの高度化 

 

受療に対する不安、 

理解不足 

 

抗ウイルス治療導入
（16.1%） 

 

肝がんスクリーニング 

受療に対する支援 

 

連携推進 

技術移転 

肝疾患 循環型 診療連携の理想と現実 

（1）検査陽性 （2・3）診断・評価・治療 
（3）評価・治療導入 

（4）治療継続 （5）治癒 

阻害要因を明らかにし、解決することが不可欠 

＜理想＞ 

＜現実＞ 



佐賀県の対策 







平成23年12月28日 
佐賀新聞ひびのニュースより プレスリリース資料 



 肝疾患センターには以下の3部門を設置 

 肝炎連携事業 

• 肝疾患診療に係る各医療圏ごとの地域完結型の医療連携体制を構築する。 
 解析支援事業 

• 肝疾患センターDBを構築し、中立的、客観的に事業評価、公表を行う。 
 コーディネーター育成支援事業 

• 肝疾患診療連携システムを円滑に推進する専門知識を有する肝炎コーディネーターを
育成・活動支援する。 

 地域支援事業 

• 協力医療機関（一次、二次医療機関）に対する肝疾患診療の支援により均一な診療の
質の提供を実現する。 

 がん拠点病院支援事業 

• がん拠点病院、県下4医療機関における肝がんの診療を支援する。 
 コホート解析事業 

• 科学的根拠に基づく、疾病管理・予防・治療を研究する。 

データ集積・解析部門データ集積・解析部門 肝疾患コーディネーター統括部門肝疾患コーディネーター統括部門 肝疾患診療肝疾患診療・連携支援部門 



佐賀県統一データベース構築 



【検診データ】 
検査データ 
・市町の協力 

【既存の試料】 
電子カルテ等から収集

するデータ 
・医療機関の協力 

【要検査データ】 
専門医療機関から収集

するデータ 
・県の協力 

佐賀県統一データベース構築の目標佐賀県統一データベース構築の目標  佐賀県統一データベース構築の目標佐賀県統一データベース構築の目標  

匿名化された 電子医療データ 匿名化された 電子医療データ 

解析・研究 疾病管理 行政支援 



何が出来たか、できつつあるか？ 



市町からの肝炎ウイルス検査および臨床検査値の 
登録の進捗 



特定健診に合わせて行われる肝炎ウイルス検査 
個別ウイルス検査 における同意書を修正 

成人病予防センター様式

変更前 変更後

特定健診
署名欄

特定健康診査受診結果は、受診者本人に対して通
知するとともに、保険者において保存し、必要に応
じ、保健指導や疫学的な調査・研究等に活用しま
す。又、国への実施結果報告として匿名化され部分
的に提出されます。ご了承の上、署名・受診願いま
す。
なお、血液検査・尿検査では、佐賀県糖尿病・人工
透析予防事業としての検査等もあわせて実施し、結
果については、受診者本人に通知いたします。

特定健診（佐賀県糖尿病・人工透析予防事業の検
査を含む）及び肝炎ウイルス検査結果（過去の結果
を含む）については、受診者本人に通知するととも
に保険者及び市町が保存します。また、以下のとお
り取扱いますのでご了承の上受診ください。なお、
個人が特定される方法でデータを公表することは一
切ありません。　①必要に応じて特定保健指導に活
用します。②疫学的な調査・研究等や国への報告な
どに活用します。③結果の一部は、匿名化した上で
佐賀県及び佐賀大学が管理するデーターベースに
送られ、医療機関情報と合わせて厳重に管理され
ます。

肝炎ウイ
ルス検査
署名欄

佐賀県と市町が実施する肝炎ウイルス検査を希望
します。
検診で得られた結果は統計データとして公表した
り、疫学的な調査・研究に利用したりすることがあり
ますが、個人のデータを公表することはありませ
ん。

佐賀県と市町が実施する肝炎ウイルス検査を希望
します。
結果は、匿名化した上で佐賀県及び佐賀大学が管
理するデーターベースに送られ、医療機関情報と合
わせて厳重に管理されます。また統計データとして
公表したり、疫学的な調査・研究に利用したりするこ
とがありますが、個人のデータを公表することはあり
ません。



佐賀県の肝炎ウイルス検査の現状 

一般健診 ウイルス検査 検査機関 

鳥栖市 集＋個 集＋個 県医師会 

神埼市 集＋個 集＋個 県医師会 

佐賀市 集＋個 集＋個（市） 県医＋総 

唐津市 集 集 市医師会 

小城市 集＋個 
 

集 総合保健 

多久市 集＋個 集 多久 

伊万里市 集＋個 集 県医師会 

武雄市 集＋個 集＋個 県医師会 

嬉野市 集＋個 個別のみ 県医師会 

鹿島市 集団のみ 個別のみ 県医師会 

一般健診 ウイルス検
査 

検査機関 

基山町 集＋個 集＋個 福岡 

みやき町 集＋個 集＋個 総合保健 

吉野ヶ里町 集＋個（旧） 集＋個（旧） 県医師会 

上峰町 集＋個 集＋個 総合保健 

大町町 集＋個 集＋個 県医師会 

江北町 集＋個 集＋個 県医師会 

白石町 集＋個 集＋個 県医師会 

玄海町 集 集＋個 市医師会 

有田町 集 集＋個 健康財団 

太良町 集 個別のみ 県医師会 

健保組合 集＋個 集 ドックの
み 

協会けんぽ 集＋個 集 独自 

共済組合 集＋個 集＋個 独自 

検査値の標準化は 
臨床検査項目項目分類コード 
（JLAC10）コードで補正 
→全機関の項目を調査 ＜特定健診の節目の年の問題＞ 



肝疾患診療連携ネットワーク協力医療機関からの 
症例登録の進捗 



事業説明の手順 

• 県医師会理事会での諮問 

• 各8地区医師会理事会への諮問 

• 各8地区医師会でのネットワーク協力医療機関
（280医療機関）への説明会 

• 拠点病院等連絡協議会等での説明 

• 専門医療機関（7箇所）への事業説明 
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何が出来ていないか、足りないか？ 



過去のウイルス検査陽性者の問題 

＜すでに肝炎ウイルス検査を受け、精査未受診者＞ 

 

→住民健診を受診すれば、その場で同意。 

→住民健診受診しない方の問題。 

（市町の倫理委員会での差異あり） 



何が出来ていないか、足りないか？ 

先々週の事例 

A市内かかりつけ医から専門医へ肝障害の精査で紹介 
専門医は患者に「肝炎ウイルス検査を受けていますか？」 
患者「はい。しかし、結果は覚えていません」 
専門医「その結果を問い合わせて欲しい」 
 
患者がA市へ電話問い合わせをしたところ、、、、、 
かかりつけ医が問い合わせをしたところ、、、、、 



何が出来ていないか、足りないか？ 
今後の課題 

各データの標準化（検査方法、値）、正規化（既存データ記録形態） 
 
医師会の各医療機関での理解（各医療機関訪問予定） 
 
医療者以外への周知、理解（患者、市民、非医療系の行政部署） 
 
長期的な展望（システム運用、費用） 
 
センター医師の均一な理解、説得力 



肝炎 
連携事業  

肝疾患 
コーディネーター 
育成支援事業 

解析支援事業 
肝疾患 
地域支援事業 

コホート解析 
事業 

がん拠点病院 
支援事業 

データ集積・ 
解析部門 

肝疾患 
コーディネーター 
統括部門 

肝疾患 
診療・教育 
支援部門 

連絡協議会 

佐賀県 

医師会 

肝疾患対策委員会 

あ 

かかりつけ医 専門医療機関 

特任肝炎 
コーディネーター 

健康診断 
肝炎ウイルス検査 

地域肝炎 
コーディネーター 

連携促進 

診療・治療データの一元化 

治療の働きかけ 受診の働きかけ 

地域肝炎 
コーディネーター講習修了者 

市町・各保険者 



ご清聴ありがとうございました 


